
判断のための
最新気象情報活用術

鵡川むかわ町水害タイムライン第３回検討会

平成30年8月20日(月)

資料１

防災気象情報の活用タイミング

1～数日前

台風情報（経路図等）

全般気象情報（総合情報）

北海道地方情報

府県気象情報

府県天気予報（警報級の可能性）

週間天気予報（警報級の可能性）

半日～数時間前

北海道地方情報

府県気象情報

警報・注意報

雨雲の動き・今後の雨

大雨・洪水警報の危険
度分布

川の防災情報（国交省）

直前・直後

警報・注意報

府県気象情報

雨雲の動き・今後の雨

大雨・洪水警報の危険
度分布

川の防災情報（国交省）

これらの情報は、どれも「最新の気象情報をご利用ください」と表記。

どうして、最新でなくてはならないの？
どのくらい、こまめにチェックが必要なの？ 2



本日のおはなし

最新の予報技術と、その精度について

雨の様子(雨雲の動き /今後の雨) の見方・使い方

警報の危険度分布(土砂災害 /浸水害 /洪水) の見方・使い方

3

数値予報《予報業務の根幹》
数値予報は、物理学の方程式により、風や気温などの時間変化をコンピュータで計算して将来の

大気の状態を予測する方法で、今日では数値予報は予報業務の根幹となっています。
数値予報を行う手順としては、まずコンピュータで取り扱いやすいように、規則正しく並んだ格

子で大気を細かく覆い、そのひとつひとつの格子点の気圧、気温、風などの値を世界中から送られ
てくる観測データを使って求めます。これをもとに未来の気象状況の推移をコンピュータで計算し
ます。この計算に用いるプログラムを「数値予報モデル」と呼んでいます。

数値予報に使われる全球格子の図 4



全球モデルの予報例、日本時間の2014年1月23日21時
を初期値とした264時間（11日間）の予報 5
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1日先

2日先

3日先
4日先

5日先

台風の進路は、予報時間が長いほど誤差拡大

但し、精度は年々向上している！

台風が予報円の中に
入る確率は70％です



雨の様子(雨雲の動き /今後の雨)の見方・使い方

7
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雨雲の動き（高解像度降水ナウキャスト）
平成30年8月16日14時15分から5分毎に表示
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実際の
雨雲の様子

予想は
1時間先まで

降水ナウキャスト 雷ナウキャスト 竜巻発生確度

危機感を共有するための情報危機感を共有するための情報

３種類のレーダー・ナウキャスト１時間先まで予想
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雨の様子(雨雲の動き /今後の雨) の見方・使い方

６月５日
気象庁のスパコンが、これまでに比べ約10倍の速度に。
6月２０日
降水短時間予報が、これまでの6時間先までから15時間先までに延長。 11

12

今後の雨
を選択



レーダーとアメダス
などの降水量観測値
から作成した降水量
分布（解析雨量）
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平成30年8月16日15時20分
までの1時間降水量

ここから
予想降水量分布

６時間先まで
10分毎に更新
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平成30年8月16日16時20分
までの1時間降水量（予想）
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ほぼ同時刻の
1時間降水量（解析雨量）

平成30年8月16日17時20分
までの1時間降水量（予想）
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エリアを拡げて

北海道全域の様子
をみる

平成30年8月16日14時30分
までの 1時間降水量



ここから
予想降水量分布

６時間先まで
10分毎に更新

17

18

ほぼ同時刻の
1時間降水量（解析雨量）

平成30年8月16日17時20分
までの1時間降水量（予想）



気象レーダーは
雨や雪の強さ
を観測しています
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解析雨量 (こちらは雨量です)
アメダスは雨量計により正確な雨量を観測するが、面的には隙間がある。
一方、レーダーは、面的に隙間のない雨量が推定できるが、雨量計の観測

に比べると精度が落ちる。レーダーによる観測をアメダスなどの雨量計によ
る観測で補正すると、面的に隙間のない正確な雨量分布が得られる。

利用上の留意点
・レーダーの運用休止に伴い、該当する地域の降水強度が表示されないか、
弱めに表示されることがあります。
・レーダーの電波が雨雲以外のものから反射されることなどが原因で、実際
の降水よりもはるかに強い降水が表示されることがあります。

解析雨量は、降水短時間予
報のほか、土壌雨量指数、流
域雨量指数、表面雨量指数の
計算にも利用されています。
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降水短時間予報は予報時間が先になるほど精度が下がるので、常に最新の予報を確
認するのが上手な使い方。目先1時間以内のより詳しい見通しを知りたい場合には、
降水ナウキャストを併せて利用するのが効果的。

降水短時間予報の予測手法

21

危機感を共有するための情報危機感を共有するための情報
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降水15時間予報の予測手法

数値予報モデルのうち、メソモデル（MSM）と局地モデル（LFM）を統計的に処理した結果を組み
合わせ、降水量分布を作成します。予報開始時間におけるそれぞれの数値予報資料の予測精度も考
慮した上で組み合わせています。



警報の危険度分布
(土砂災害 /浸水害 /洪水) の見方・使い方
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大雨警報は 浸水 と 土砂 の2つの役割大雨警報は 浸水 と 土砂 の2つの役割
大雨警報(浸水害) 大雨警報(土砂災害)

短時間に激しい雨が降ること
で、下水等の排水能力を上
回って発生する浸水害を対象。

大雨や長雨で土壌中の水分が飽
和して発生する「がけ崩れ」や
「土石流」を対象とする。

＜発表基準＞
表面雨量指数

(例) むかわ町 警報基準 ︓16
注意報基準︓7

＜発表基準＞
土壌雨量指数

(例)むかわ町 警報基準 ︓154
注意報基準︓78 24

平成30年5月30日
現在の基準



危険度分布（メッシュ情報）の3つの指数
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2017年7月5日～6日
福岡県・大分県

高確度降水ナウキャストと危険度分布

まずは
平成29 年７月九州北部豪雨
の時の危険度分布などの推移
を振り返っていただきます

27

雨雲レーダと3つの危険度メッシュ情報の
九州北部豪雨時の様子をご覧頂きます。

◎高解像度降水ナウキャスト
➡レーダによる雨の強さ

危険度メッシュ情報は以下の3つですが、まずは九州
の大雨時に、各危険度がどのようになっていたのか
を感じてください。個別の説明は後ほど・・・。
◎土砂災害警戒判定メッシュ➡土砂災害のリスク
◎洪水警報危険度分布➡洪水害のリスク
◎大雨警報（浸水害）危険度分布➡浸水害のリスク
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これから見て頂くの
は赤線のエリアです。

29

土砂災害警戒判定メッシュ高確度降水ナウキャスト

洪水警報危険度分布大雨警報（浸水害）危険度分布

2017 0705 

19:30
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ひまわり８号による衛星画像（平成30年7月豪雨）

6月28日以降、梅雨前線が日本付近
に停滞し、また29日には台風第7号
が南海上に発生・北上して日本付近
に暖かく非常に湿った空気が供給さ
れ続け、台風第7号や梅雨前線の影
響によって大雨となりやすい状況が
続きました。

このため、西日本を中心に全国的に
広い範囲で記録的な大雨となり、各
地で甚大な被害が発生しています。

衛星画像（雲頂強調画像）では、西
日本を中心に積乱雲が次々と発達し
ている様子が確認できます。

2018年7月2日9時～7月9日9時 雲頂強調画像 [mp4形式 : 34 MB]
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平成30年7月6日22時46分
全国の気象警報・注意報の発表状況
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平成30年7月6日08時40分
「土砂災害警戒メッシュ情報」発表状況
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平成30年7月6日08時40分
「大雨警報（浸水害）の危険度分布図」発表状況



35

平成30年7月6日08時40分
「洪水警報の危険度分布」発表状況
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平成30年7月6日08時40分 九州北部を拡大
「洪水警報の危険度分布」発表状況



37

平成30年7月6日08時40分 九州北部を拡大
「大雨警報（浸水害）の危険度分布」発表状況
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平成30年7月6日08時40分 九州北部を拡大
「土砂災害警戒メッシュ情報」発表状況



39

平成30年7月6日08時40分 九州北部を拡大
「雨雲の動き（高解像度降水ナウキャスト）」
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平成30年7月6日08時30分 九州北部を拡大
「 08時30分までの1時間降水量（解析雨量）」
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スマホでは、画面左上の
メニューバーをクリックして切り替える
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≫ 大雨警報（土砂災
害）や土砂災害警
戒情報を補足する
情報

≫ ５kmメッシュごと
に、土砂災害発生
の危険度を５段階
に判定した結果を
表示

高

危

険

度

低

土砂災害警戒判定メッシュ情報
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≫ 大雨警報（浸水害）を補足する情報

≫ １kmメッシュごとに、短時間強雨による浸水害発生の
危険度の高まりを５段階に判定した結果を表示

色 住民等がとるべき行動の例

極めて危険 このような状況になる前に安全確
保行動を完了する

非常に危険 速やかに安全確保行動をとる

警 戒
安全確保行動を準備に早めの行動
を心がける。住宅の地下室からは
退避。

注 意 道路のアンダーパスに近づかない。
今後の情報、雨の降り方に注意。

今後の情報
等に留意

今後の情報や周囲の状況、雨の降
り方に注意。

高

危

険

度

低

大雨警報（浸水害）の危険度分布

大雨警報（浸水害）の危険度分布
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47

「洪水警報の危険度分布」 をPCで開くと
ホップアップウインドウで、この留意事項が現れる。
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指定河川洪水予報
と洪水警報・注意報

指定河川洪水予報
（河川管理者と気象庁の

共同発表）

洪水警報・注意報
（気象庁単独発表）

特定河川の特定区間
を対象に、水防活動
用に、河川名を冠し、
水位または流量を示
して、予報する。

予報区域内を対象に、
洪水によって（重大
な）災害の恐れがある
旨を広く注意（警告）
する。

水位予測は行っていな
い。

※図は長さ10km以上の河川を表示：気象台青木氏提供 49

水位周知河川
洪水予報河川以外の河川のうち、
洪水により国民経済上重大または
相当な損害を生じるおそれがある
河川で、避難判断水位（＝特別警
戒水位）を定めて、この水位に到
達した旨の情報を出す（周知す
る）河川。

洪水予報河川
洪水により国民経済上重大または
相当な損害を生じるおそれがある
河川で、洪水を予報する河川。
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川の防災情報 洪水予報発表時の表示例
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指定河川洪水予報の
「水位危険度レベル」と「求める行動の段階」

平成２７年４月１０日位置付け変更

水位
危険度レベル

 水 位  求める行動の段階

レベル５ はん濫の発生以降 はん濫水への警戒を求める段階

レベル４ はん濫危険水位から
はん濫発生まで

いつ氾濫してもおかしくない状態
避難等のはん濫発生に対する対応を求める段階

レベル３ 避難判断水位から
はん濫危険水位まで

避難準備などのはん濫発生に対する
警戒を求める段階

レベル２ はん濫注意水位から
避難判断水位まで はん濫の発生に対する注意を求める段階

レベル１ 水防団待機水位から
はん濫注意水位まで 水防団が体制を整える段階
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洪水予報発表例



洪水予報には、見出しと主文のほか
下記のような、水位のレベルを３時間先まで示すグラフも掲載されている。
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川の防災情報で水位の変化を的確に把握︕

56



「洪水予報河川・水位周知河川・その他の河川」
・・・何が違う？

洪水予報河川の区間は、左図の
場合は、太くマークされている
河川の区間。指定河川洪水予報
は、この区間について、河川の
水位の予想を行っている。

水位周知河川及びその他の河川
は、水位の予想を行っていない。
（現状では水位の予想が困難な
河川）
ただし、水位周知河川は、危険
な水位に到達したことを国民に
周知する。

57

≫ 洪水警報を補足する情報

≫ 河川の上流域に降った雨による流出過程等を考慮して、下流の対象
地点での洪水発生の危険度の高まりを５段階に判定した結果を表示

色 住民等がとるべき行動の例

極めて危険 このような状況になる前に安全確
保行動を完了する

非常に危険 速やかに立ち退き避難や安全確保
行動をとる

警 戒
安全確保行動を準備に早めの行動
を心がける。住宅の地下室からは
退避。

注 意 今後の情報や周囲の状況、雨の降
り方に注意。

今後の情報
等に留意

今後の情報や周囲の状況、雨の降
り方に注意。

高

危

険

度

低

洪水警報の危険度分布

洪水警報の危険度分布
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洪水警報の危険度分布
平成30年7月3日06時30分

石狩川・雨竜川・留萌川
付近を拡大表示
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「土砂・浸水・洪水の危険度情報」や
「流域雨量指数（防災情報提供システム）」などは

「今後の雨（降水短時間予報）」の予想を
用いているため、予報官が総合的に判断し
て発表する、実際の警報や注意報と異なる
場合がある。

それにしても、その降水短時間予報はどの
くらいの精度があるのか？
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降水短時間予報が２時間後か
ら３時間後までの１時間に降る
と予測した1km格子ごとの降水
量を、5km格子ごとの値に平均
し、「予測値」と「実況値(解
析雨量)」の比を検証。

このスコアは 0～1 の値をと
り、値が大きいほど予測精度が
良い。

平成27年のスコアは約0.5な
ので、実況値は少ない場合で予
測値の半分、多い場合で予測値
の２倍の範囲におおむね納まっ
ている。

降水短時間予報の精度検証

日本の陸上付近で１年間にわたって平均した値
(★5km格子の予測値と実況値の合計が20㎜以上を使用)
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最新の気象情報をご利用ください
どうして、最新でなくてはならないの？

✔気象状況は時々刻々と変化する。
✔予想は、先へ行くほど確度が低くなる。

どのくらい、こまめにチェックが必要なの？
✔数日前は、朝晩2回程度でも良いが、直前や最中は
可能な限り頻繁にチェックするのが望ましい。

✔雨雲レーダーや危険度分布は携帯やスマホでも簡単
に見られるので、現場でも要チェック。

レーダーや危険度分布図は、一つの格子だけに着目せず、
周りの状況も加味して危険を察知してほしい。
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終りに

各種防災気象情報の見方・使い方を

普段から使い慣れておくと

いざというときの迅速・的確な判断につながると思います

タイムラインが立ちあがった際に

相互に共通の認識があれば

速やかな危機感の共有につながると思います


